
日本共産党名古屋市議団の市政アンケートは、10月1

6日からこれまでにで5,355通（11月30日現在）になり

ました。このうち4,700通についての中間集計の一部を

紹介します。

６割が苦しくなったなど実態が明らかに
暮らしの実態は、回答者の６割が苦しくなった、市

政への要望では、介護や医療などの料金負担や制度の

改善などが多くなっています。

年代別や区別でもまとめましたが、若い人の意見で

は雇用や保育、通学路の問題、守山区では医療体制の

問題に関心が高くなっています。詳しくはホームペー

ジに掲載しています。是非ご覧下さい。

日本共産党名古屋市議団 →

▲

資料集 → 市政アンケー

ト中間集計（本文と表とグラフの３つに分割しています）

市政ニュース
http://www.n-jcp.jp
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11月30日までに5,355通市政アンケート

市政記者クラブでアンケート結果を説
明する、わしの団長と山口政審委員長

保育料や通学路の

安全対策が多い30

歳未満の要望

医療体制の充実が

多い守山区の要望

市民生活に関わる大きな問題は、消費税引き上げには６６％が反対、

ＴＰＰ問題は半数がよくわからない。原発は８４％がゼロへ。

介護や防災の充実

が多い南区の要望

市民生活に関わる要望は、年代

や地域によっても違いがくっき

り。全体では医療・介護の問題

に関心がありますが、高齢化が

進んだ南区などではその傾向が

強く、守山区では医療体制の充

実などが望まれています。


